
四季の森公園   6 月自然観察会   平成 22 年 6 月 13 日（日曜日） 

里山研究会・担当：伊藤、渡部、上野、尾崎 

「 里山 」 ふるさとの野山、田んぼなど、懐かしい風景。 人は雑木林で薪を作り煮炊きを

し、湯を沸かし暖房に使いました。落ち葉を集め肥料にしました。又、家を建てる為に、スギや

ヒノキを植えました。人びとの生活と結びついた森林と、田畑や小川などを含めた伝統的な農業

を営む地域全体。 里山は今、田植えの時季です。 ”田植え”と言えば＜水＞です。田んぼに

水が入ることで、稲以外の植物も繁殖し花を咲かせ、動物も動き始めます。 

  

※ ハナショウブ＜花菖蒲・アヤメ科＞ ～ いずれがアヤメ？カキツバタ？ 

     

    “ アヤメ ”    “ カキツバタ ”  “ ハナショウブ ”   “ キショウブ ”  “ノハナショウブ ” 

･･････････････････････････････････････････････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ショウブは、名前だけでなく葉の形まで似ていることから、「ハナショウブ」とまちがわれるこ

とがありますが、「ショウブ」と「ハナショウブ」は、全く別の植物です。 

    

ショウブの花＜菖蒲・サトイモ科＞ 

     ・ショウブの“ 葉 ”は良い香りがします。 

                 ・ 端午の節句には菖蒲湯として使われます。 

 

※  径路の植物 … 太字は“実”が付いています。 
 

キショウブ、ドクダミ、クワ、オヤブジラミ、カモジグサ、ツユクサ、シモツケ 

 

キツネノボタン、ウツギ、ミゾソバ、スイレン、シャクチリソバ、マユミ、 

 

ナルコユリ、コウゾ、ノアザミ、ウド、ガマズミ、ミツバウツギ、 

 

キブシ、ハナイカダ、イボタノキ、タチアオイ など  


